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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子番組情報より、選択された放送番組に係る情報を読み出すと共に、その読み出され
た情報より前記選択された放送番組の番組ジャンルを示す情報を取得する第１のステップ
と、
　その第１のステップで取得された番組ジャンルと同一の番組ジャンルを示す情報を有し
、且つ、前記選択された放送番組の放送日と異なる日に放送され、更にその放送時間帯が
前記選択された放送番組の放送時間帯に比して前後所定の時間範囲分広い範囲内において
放送される番組であり、その番組に係る放送開始および終了時刻に関する情報を、前記電
子番組情報または更新された時刻情報を含んで伝送される更新電子番組情報より取得する
第２のステップと、
　その第２のステップで取得された放送開始および終了時刻に関する情報を基に前記番組
ジャンルの番組の記録を予約する第３のステップと、
　を有する番組の予約記録方法。
【請求項２】
　電子番組情報より、選択された放送番組に係る情報を読み出すと共に、その読み出され
た情報より前記選択された放送番組の番組ジャンルを示す情報を取得する番組ジャンル取
得手段と、
　その番組ジャンル取得手段により取得された番組ジャンルと同一の番組ジャンルを示す
情報を有し、且つ、前記選択された放送番組の放送日と異なる日に放送され、更にその放
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送時間帯が前記選択された放送番組の放送時間帯に比して前後所定の時間範囲分広い範囲
内において放送される番組であり、その番組に係る放送開始および終了時刻に関する情報
を、前記電子番組情報または更新された時刻情報を含んで伝送される更新電子番組情報よ
り取得する時刻情報取得手段と、
　その時刻情報取得手段により得された放送開始および終了時刻に関する情報を基に前記
番組ジャンルの番組の記録を予約する予約記録手段と、
　を有する番組予約記録装置。
【請求項３】
　電子番組情報より、選択された放送番組に係る情報を読み出すと共に、その読み出され
た情報より前記選択された放送番組の番組ジャンルを示す情報を取得する第１のステップ
と、
　その第１のステップで取得された番組ジャンルと同一の番組ジャンルを示す情報を有し
、且つ、前記選択された放送番組の放送日と異なる日に放送され、更にその放送時間帯が
前記選択された放送番組の放送時間帯に比して前後所定の時間範囲分広い範囲内において
放送される番組であり、その番組に係る放送開始および終了時刻に関する情報を、前記電
子番組情報または更新された時刻情報を含んで伝送される更新電子番組情報より取得する
第２のステップと、
　その第２のステップで取得された放送開始および終了時刻に関する情報を基に前記番組
ジャンルの番組の記録を予約する第３のステップと、
　をコンピュータに実行させるための番組予約記録用プログラム。
【請求項４】
　請求項１記載の番組予約記録装置において、
　前記選択された放送番組の放送日と異なる日とは、
　前記選択された放送番組の放送日と異なる週で、且つ、同一の曜日である、番組予約記
録装置。
【請求項５】
　請求項１記載の番組予約記録装置において、
　前記選択された放送番組と異なる日とは、
　前記選択された放送番組の放送日と異なる曜日である、番組予約記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送される番組を予約して記録する番組の予約記録方法、その方法を搭載す
るハードディスクレーコーダなどの番組予約記録装置、及び番組の予約記録方法をコンピ
ュータを用いて実行するための番組予約記録用プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、ＶＴＲやハードディスクレコーダーなどには記録時間を設定して放送される
いわゆる連続番組を記録する番組予約記録の機能が搭載されており、その番組予約は毎週
予約、毎日予約あるいは月～金曜予約等のように、一回の操作で複数回放送される番組を
記録する機能も一般的な予約記録機能として用いられており、例えば毎日放送される連続
番組を全て連続した番組として予約記録し、その１週間分の連続記録した番組を週末に連
続視聴することができるなど便利な機能である。
【０００３】
　そして、ハードディスクレコーダにより番組を纏めて記録するような場合は、その番組
が複数種類の番組であり、複数種類の番組が順繰りに記録されたような場合であってもラ
ンダムアクセス性の優れているハードディスクレコーダは一種類の番組をアクセスしなが
ら連続して再生することができるため、ビデオテープによる再生と異なり一種類の番組の
みを連続して視聴することができるなど、そのような複数回にわたり放送される番組を好
適に再生することができるものである。
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【０００４】
　しかし、その連続番組は、他の番組の都合により放送時間が変更されて放送されること
もあり、仮に放送時間が変更されるときは、その変更ごとに手動により予約内容を修正す
る必要がある。
【０００５】
　そこで、その番組予約内容の自動修正に係り、特開平１１－８６３７７号公報「録画予
約記録装置とこれを使用した録画予約システム」に、録画する番組を番組ＩＤにより管理
し、その番組ＩＤに係る番組放送時間変更情報を番組データ管理センターより得、その得
られた変更情報に基づいて番組予約記録時間を変更する手法が開示されている。
【０００６】
　また、特開２０００－３４１１５６号公報「放送受信装置」には、参照する番組情報が
到着する前に番組予約の時間帯を設定しておき、番組情報が到着したときに設定した予約
時間帯での番組を特定してその番組の予約記録を実行する放送受信装置の構成が開示され
ている。
【特許文献１】特開平１１－８６３７７号公報
【特許文献２】特開２０００－３４１１５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかるに、前記の特開平１１－８６３７７号公報では、得られる電子番組表情報に基づ
いて予約記録すべき番組の放送時間の変更に対応させて記録時間を自動的に変更すること
は可能にしているものの、そのような番組予約記録時間の自動変更がなされるためには、
放送時間を変更しようとする放送事業者が放送するそれぞれの番組に固有な番組ＩＤを付
すと共に、その番組ＩＤの付された番組に係る放送時間の変更情報を電子番組表提供会社
が提供するような番組情報供給システムを実現しなければならないなど、その手法は有効
に活用されるには至っていない。
【０００８】
　また、前記の特開２０００－３４１１５６号公報では、予め設定した時間帯に放送され
る番組を供給される電子番組表情報に基づいて予約記録するもので、その設定された番組
の放送時間の変更に対応させて記録時間を自動的に変更することは可能にしているものの
、そのような番組予約記録時間の自動変更がなされるためには、放送時間を変更しようと
する放送事業者が放送するそれぞれの番組に対して電子番組表供給事業者が供給したと同
一の番組ＩＤを付して放送受信者に提供するような番組情報供給システムを実現しなけれ
ばならなく、異なる事業者から供給される番組情報を同一情報として判断することが難し
く、放送直前に変更された放送時間の変更に対応して予約時間を変更することは困難な状
況にある程度のものでしかなかった。
【０００９】
　そこで、本発明では、録画予約時に、電子番組表上の番組名を選択することでその番組
の放送日、放送チャンネル、開始時刻、終了時刻、及び番組のタイトル名を取得すると共
に、その録画予約を翌日以降の日に対象日を変えて実行する際には、その開始時刻を中心
とする所定の範囲内の時間帯で、その番組タイトルを元にその日に放送される録画目的の
番組を検出し、検出された番組の開始時刻及び終了時刻情報を得て録画予約を実行するよ
うにした。
【００１０】
　さらに、電子番組表で録画予約のために選択した番組に対して、毎週、毎日、月から金
曜など特定であり単独の、もしくは複数の曜日を対象として録画予約を繰り返し実行させ
る場合に、電子番組表を用いて録画予約を実行する日に、その番組の開始時刻又は終了時
刻が最初に予約をした番組のそれから変更される場合であっても、自動的に動作時間を変
更して時間的に過不足なく目的とする番組を録画する機能を有し、また該当する番組が検
出されないような場合にはその日には該当する番組は放送されないと判断してその日の録
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画は行わないこともできるようにした。
【００１１】
　さらにまた、電子番組表上で録画対象の番組を特定する情報として、番組タイトル名の
代わりに電子番組表から得られる番組のジャンル情報を使用することで、同一のジャンル
情報に係る番組でほぼ同一の時間帯に放送される番組があるような場合には、番組タイト
ルに関わらずその同一ジャンルの番組を毎回録画することができる機能を提供しようとす
るものである。 
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の番組の予約記録方法は、上記課題を解決するため、電子番組情報より、選択さ
れた放送番組に係る情報を読み出すと共に、その読み出された情報より前記選択された放
送番組の番組ジャンルを示す情報を取得する第１のステップと、その第１のステップで取
得された番組ジャンルと同一の番組ジャンルを示す情報を有し、且つ、前記選択された放
送番組の放送日と異なる日に放送され、更にその放送時間帯が前記選択された放送番組の
放送時間帯に比して前後所定の時間範囲分広い範囲内において放送される番組であり、そ
の番組に係る放送開始および終了時刻に関する情報を、前記電子番組情報または更新され
た時刻情報を含んで伝送される更新電子番組情報より取得する第２のステップと、その第
２のステップで取得された放送開始および終了時刻に関する情報を基に前記番組ジャンル
の番組の記録を予約する第３のステップと、を有する番組の予約記録方法である。
　また、本発明の番組予約記録装置は、電子番組情報より、選択された放送番組に係る情
報を読み出すと共に、その読み出された情報より前記選択された放送番組の番組ジャンル
を示す情報を取得する番組ジャンル取得手段と、その番組ジャンル取得手段により取得さ
れた番組ジャンルと同一の番組ジャンルを示す情報を有し、且つ、前記選択された放送番
組の放送日と異なる日に放送され、更にその放送時間帯が前記選択された放送番組の放送
時間帯に比して前後所定の時間範囲分広い範囲内において放送される番組であり、その番
組に係る放送開始および終了時刻に関する情報を、前記電子番組情報または更新された時
刻情報を含んで伝送される更新電子番組情報より取得する時刻情報取得手段と、その時刻
情報取得手段により得された放送開始および終了時刻に関する情報を基に前記番組ジャン
ルの番組の記録を予約する予約記録手段と、を有する番組予約記録装置である。
　また、本発明の番組予約記録用プログラムは、電子番組情報より、選択された放送番組
に係る情報を読み出すと共に、その読み出された情報より前記選択された放送番組の番組
ジャンルを示す情報を取得する第１のステップと、その第１のステップで取得された番組
ジャンルと同一の番組ジャンルを示す情報を有し、且つ、前記選択された放送番組の放送
日と異なる日に放送され、更にその放送時間帯が前記選択された放送番組の放送時間帯に
比して前後所定の時間範囲分広い範囲内において放送される番組であり、その番組に係る
放送開始および終了時刻に関する情報を、前記電子番組情報または更新された時刻情報を
含んで伝送される更新電子番組情報より取得する第２のステップと、その第２のステップ
で取得された放送開始および終了時刻に関する情報を基に前記番組ジャンルの番組の記録
を予約する第３のステップと、をコンピュータに実行させるための番組予約記録用プログ
ラムである。
　ここで、前記選択された放送番組の放送日と異なる日とは、前記選択された放送番組の
放送日と異なる週で、且つ、同一の曜日であるか、あるいは前記選択された放送番組の放
送日と異なる曜日である。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、電子番組情報より、選択された放送番組に係る情報を読み出すと共に
、その読み出された情報より前記選択された放送番組の番組ジャンルを示す情報を取得し
、取得された番組ジャンルと同一の番組ジャンルを示す情報を有し、且つ、前記選択され
た放送番組の放送日と異なる日に放送され、更にその放送時間帯が前記選択された放送番
組の放送時間帯に比して前後所定の時間範囲分広い範囲内において放送される番組であり
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、その番組に係る放送開始および終了時刻に関する情報を、前記電子番組情報または更新
された時刻情報を含んで伝送される更新電子番組情報より取得し、取得された放送開始お
よび終了時刻に関する情報を基に前記番組ジャンルの番組の記録を予約するので、放送時
間帯の変更に対しても自動追従して録画予約できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の番組の予約記録方法、番組予約記録装置、及び番組予約記録用プログラ
ムの実施の形態につき、好ましい実施例により説明する。図１は、その実施例に関わる番
組の予約記録方法を搭載した番組予約記録装置の概略構成図であり、その構成と動作につ
いて述べる。 
【００２４】
　同図において、この番組予約記録装置４０は予約された番組を記録する記録部５０、ラ
ンダムアクセス記録及び再生を行う媒体部６０、及び記録された番組を再生する再生部７
０よりなり、再生部７０にはモニタＴＶ９０が接続され、またリモコン９５が赤外線によ
り接続されている。そして、記録部５０はＴＶチューナ５１、Ａ／Ｄ変換器５２、ＭＰＥ
Ｇ－２エンコーダ５３、ストリームアナライザ５４、ＲＥＣ－ＦＩＦＯ５５、及びＥＰＧ
復号器５６より構成され、また媒体部６０はハードディスク記録再生器６１、ハードディ
スク６３、及び書き込み読み出し制御器６５より構成され、そして再生部７０はバッファ
メモリ７１、ＭＰＥＧ－２デコーダ７２、ＯＳＤ（On Screen Display）７３、Ｄ／Ａ変
換器７４、マイコン７６、一時記憶メモリ７８、及びリモコンインタフェース７９より構
成される。
【００２５】
　次に、この様に構成される番組予約記録装置４０の動作について概説する。まず、ネッ
トワークに接続される番組情報センターより電子番組表を得て、ないしは放送信号に多重
される補助信号より番組情報信号を得、得られたそれらの番組情報信号をＯＳＤ７３によ
り表示信号として生成してモニタＴＶ９０に表示し、その表示された番組情報を基にして
リモコン９５を操作するなどにより予約録画すべき番組を設定する。
【００２６】
　そのようにして設定された番組予約記録の設定情報はマイコン７６に接続される一時記
憶メモリ７８に記憶され、その番組録画開始時刻に近づいたとき、マイコン７６より受信
すべきチャンネル情報はＴＶチューナ５１に供給され、そのＴＶチューナ５１では、アン
テナより入来する放送電波の内、供給された受信チャンネル情報に基づく受信チャンネル
の信号が選定されて受信され、受信されて得られるビデオ信号はＡ／Ｄ変換器５２に供給
され、デジタル信号に変換されてＭＰＥＧ－２エンコーダ５３に供給される。
【００２７】
　そのＭＰＥＧ－２エンコーダ５３では、供給された信号はＩＳＯ／ＩＥＣ（Internatio
nal Organization for Standardization / International Electrotechnical Commission
）で定められたＭＰＥＧ－２（moving picture experts group- 2）標準規格に従って圧
縮符号化され、その圧縮符号化のされた信号はストリームアナライザ５４に供給され、そ
こでは圧縮符号化された信号の形式が解析され、解析して得られる符号化情報信号、及び
供給された圧縮符号化信号はＲＥＣ－ＦＩＦＯ５５に供給される。 
【００２８】
　そのＲＥＣ－ＦＩＦＯ５５では記録（recording）用信号のＦＩＦＯ（first in first 
out）動作、即ち供給される信号を一時記憶し、入力された順にその信号を出力する回路
であり、その回路より供給された信号はハードディスク記録再生器６１に供給され、その
ハードディスク記録再生器６１では、供給された信号はハードディスク６３に記録される
信号としてセクタサイズごとに分割され、その分割された信号は書き込み読出し制御器６
５に動作制御されるハードディスク６３に供給され、図示しない円盤状記録媒体に記録さ
れる。 
【００２９】
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　このようにして、チャンネル選択がなされて受信されたビデオ信号及び図示しない付随
される音響信号は圧縮符号化された映像信号、及び音響信号とされ、それらの映像信号、
及び音響信号はセクタサイズ毎に分割されてハードディスク６３に記録されるようになさ
れるため、複数種類の番組が予約されて記録されるような場合であっても、その記録され
た番組の再生は希望する一種類の番組のみをアクセスしつつ連続して再生することができ
る。次にその様にして記録部６０のハードディスク６３に記録された信号の再生について
述べる。 
【００３０】
　まず、視聴者によりリモコン９５の再生ボタンが操作されたときは、その操作内容は変
調された赤外光線としてリモコンインタフェース７９に伝送され、リモコンインタフェー
ス７９に伝送された操作内容に係る信号はマイコン７６に供給され、そのマイコン７６か
らは、操作内容に応じて生成された制御信号が書き込み読み出し制御器６５に供給され、
その書き込み読み出し制御器６５に供給された制御信号に基づいてハードディスク６３の
再生個所が制御され、そのハードディスク６３からは指定された一種類の番組に係る録画
個所の信号が読み出され、読み出された信号はハードディスク記録再生器６１に供給され
る。
【００３１】
　そのハードディスク記録再生器６１では、ハードディスク６３より読み出された信号の
増幅、及び周波数応答特性などの補正が行われ、その特性などの補正された信号はバッフ
ァメモリ７１に供給され、そのバッファメモリ７１では、供給される圧縮符号化された映
像信号は一時記憶され、一時記憶された信号はＭＰＥＧ－２デコーダ７２からの要求に応
じて読み出されてそのＭＰＥＧ－２デコーダ７２に供給される。 
【００３２】
　そのＭＰＥＧ－２デコーダ７２では、供給された圧縮符号化のなされた映像信号はＭＰ
ＥＧ－２標準に基づいてエンコーダ５３で復号化され、その復号化されて得られたデジタ
ルビデオ信号はＯＳＤ（On Screen Display）７３を介してＤ／Ａ変換器７４に供給され
、そこでデジタルビデオ信号はアナログビデオ信号に変換されてモニタＴＶ９０に供給さ
れて、表示される。 
【００３３】
　そのＯＳＤ７３では、必要に応じてモニタＴＶ９０に表示される映像信号に多重して表
示すべき表示信号が生成され、その生成された表示信号は直接モニタＴＶ９０に表示され
る、ないしは復号化された映像信号に多重された合成信号とされて表示されるためのデジ
タル映像信号が生成され、その生成されたデジタル映像信号はＤ／Ａ変換器７４に供給さ
れ、モニタＴＶ９０に供給されるアナログ映像信号が得られるようになされている。 
【００３４】
　以上のようにして、セクタサイズ毎に分割されて、高速にハードディスクに記録、及び
再生を行うことのできる番組予約記録装置では、ハードディスク上の離れた位置に記録さ
れた番組も連続して再生することができるため、例えば月～金曜の定時に放送される連続
番組と、所定の曜日にのみ放送される番組など希望する複数種類の番組が続けて予約記録
されたような場合であっても、その番組の再生は複数ある番組のうちの希望する１種類の
番組のみを連続再生して視聴することができる。 
【００３５】
　さらに、定時番組の放送時間が放送者側の都合により変更されるような場合であっても
、この実施例で述べる番組予約記録装置ではその放送時間の変更情報を放送信号に付随し
て送信される信号などより得て記録開始、ないしは記録終了時刻の自動更新がされるよう
になされているため、その前後に予約記録された番組同士は連続した番組として再生され
る。 
【００３６】
　次に、そのような記録時刻の自動更新機能を有する番組予約の方法、及びその動作につ
いて述べる。図２は、自動更新機能を有する番組予約装置より信号が供給されてモニタＴ
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Ｖ９０に表示される入力画面を例示したものである。
【００３７】
　同図に示される入力画面で、上部に示す受信波１０１では受信中の放送波に多重される
電子番組情報を、Ｇコード１０２ではＧコードによる入力を、ＥＰＧ１０３ではＥＰＧ（
Electronic Program Guide）を提供するＥＰＧ提供者を、またサービスプロバイダ１０４
では情報提供サービスを行なうサービスプロバイダを選択して電子番組情報を得るための
表示画面である。 
【００３８】
　これらの表示画面による電子番組情報取得経路の選択はＥＰＧプロバイダ選択画面１２
１の三角形で示される矢印を、又はリモコン９５に設けられる矢印キーが操作されてＥＰ
Ｇ情報の提供経路が選択、設定される。 
【００３９】
　そのようにしてＥＰＧ情報の提供経路が選択され、その経路より入手された番組情報は
番組表１１１の領域に表示され、表示された番組表を矢印キーにより上下左右にスクロー
ル表示することにより所定の放送チャンネル及び放送日時の番組を指定し、選択すること
ができる。 
【００４０】
　そして、選択された番組より放送チャンネル、放送日、放送開始及び終了時刻、タイト
ル名、及び番組のジャンを示す情報を得ることができ、それらの得られた情報のうち番組
タイトル名は番組タイトル領域１１３に、番組のジャン情報はジャンル領域１１４に表示
され、不要なサブタイトルの削除など必要に応じて表示される文字列の編集が行われる。
 
【００４１】
　その時点で、その番組に係る番組プリビューデータがＥＰＧ提供者などより提供されて
いる場合にはプリビュー操作領域１２４を操作し、伝送されるプリビュー映像を番組プリ
ビュー領域１１６に表示することができる。 
【００４２】
　その番組プリビューにより、録画設定を行う番組が操作者の好む番組であるとされると
きには放送時間領域に表示される放送開始終了時間情報に基づいて録画を希望する曜日を
、また連続番組の録画をする場合には記録すべき放送回数を、操作設定領域１２３の必要
個所をリモコンなどにより操作して複数回放送される連続番組ないしはシリーズ番組の記
録を行なうように設定する。 
【００４３】
　そして、その複数回放送される番組のハードディスク６３への記録は、毎回の放送を記
録するか、あるいは前の週に記録した記録領域に上書きするようにして記録するかの記録
方法を、操作設定領域１２３を操作しつつ記録方法領域画面１１５の表示色を反転させる
などにより指定し、これらの操作設定が完了した状態で自動予約領域１０５が操作される
と、その後自動的に番組の予約記録がされるようになされる。 
【００４４】
　図３に、番組操作予約の方法をフローチャートにより示す。同図において、Ｓ１１にお
いて録画時間の設定を行ない、Ｓ１５において取得されて表示されたＥＰＧ情報を確認し
、Ｓ１６で番組のタイトル名を選定することにより指定し、複数シリーズのタイトル名を
指定したときはＳ１８によりそれらのタイトル名を一覧表示し、Ｓ１９で毎週記録、ない
しは連続記録などの記録方法を指定し、それで良ければＳ２１により自動予約記録を設定
する。 
【００４５】
　このようにしてなされる予約記録設定の動作に関し更に述べる。最も簡単な番組の予約
方法はモニタＴＶ９０に電子番組表を表示し、リモコンなどに設けられる矢印キーを操作
することによリ画面をスクロールし、所望の番組プログラムを探し当て、その番組を選択
している状態でリモコンのＯＫ（決定）ボタンを操作する（押す）ことによリ目的とする
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番組を指定するものである。 
【００４６】
　このようにして、モニタＴＶ画面とリモコンキーなどの操作により番組の指定が出来る
が、Ｇコードを用いて番組の指定を行う方法もある。そのＧコードを用いる場合の番組指
定は、例えば指定すべき番組の情報が放送波に多重される電子番組表に記載されていない
数日以上後に放送される番組を予約するときなどに使用する。 
【００４７】
　例えば、現在取得している電子番組表にはまだ記載されていない５日後から始まる新ド
ラマを毎週予約するような場合には、そのドラマに係るＧコードを週刊テレビガイドなど
の週刊誌により得る、ないしは直接放送日、開始時刻などを入力する方法により可能とな
る。 
【００４８】
　そのＧコード入力、ないしは放送日、開始終了時刻等の入力などの方法により録画する
番組を指定するときに、Ｇコード入力による場合ではそれを放送日、チャンネル、開始終
了時刻等の情報に変換し、その変換された情報又は入力された開始終了時刻等の情報を元
に該当する日の電子番組表を得、得られた電子番組表上で該当する番組を操作者の操作に
より、「確認」された番組として番組タイトルを確定して後に、改めてその電子番組表か
ら放送日、放送チャンネル、開始時刻、終了時刻、及び番組タイトル情報などを再度取得
するようにする。 
【００４９】
　そのような、番組放送情報の再取得は、その時点での最も新しい番組放送情報を取得す
ることと、その後に生じる放送時間等の変更に対して自動的に更新処理を行なうためのも
のである。そして、従来のＶＴＲなどにおける録画予約では、少なくとも放送日、放送チ
ャンネル、開始時刻、及び終了時刻などの設定がなされれば録画予約を実行できたが、こ
こで述べる番組予約記録装置では録画する番組を特定し、さらに記録時刻の自動更新を行
なうために番組のタイトル名を利用するものであり、録画予約時に電子番組表上で番組を
指定し番組タイトル名を確定することが必要となる。 
【００５０】
　そして、このような番組タイトル名の確定を行なうに際し、確定を行なう番組の放送日
が数日以上後であるような場合で当日の番組表が得られていないときには、後日その該当
する日の電子番組表が取得できる時点以降にその番組名の確定操作を行なうようにする。
 
【００５１】
　以上、番組名の確定操作について述べたが、Ｇコードを用いて得た番組情報により確定
操作を行なうに際し、開始時刻、ないしは終了時刻は電子番組表上の番組のそれと完全に
一致することなく、例えば数分間の誤差を伴っていたり、また電子番組表では、特に深夜
放送などで複数の番組がまとめられて１つの番組として表示されることがあるが、それら
いずれの場合であっても、最も近いと判断される番組情報を選定し、ハイライト表示など
で区分けするようにし、その区分けされた番組情報を基に操作者により番組タイトル名の
確認操作がなされるようにする。 
【００５２】
　次に、その番組名の確認操作について更に述べる。図４に、ＥＰＧ情報の表示例を示す
。同図における電子番組表の表示例は、７月４日２０時からの第８、１０、及び１２チャ
ンネルの放送番組であり、それらの番組のうち、第８チャンネルの２１時より開始される
ファイティングガールが選択されているが、その番組の選択は電子番組表１１１上でなさ
れたものである。 
【００５３】
　その番組タイトル名が「ファイティングガール」である番組タイトルの前の（Ｓ）はス
テレオ放送を、（新）のアイコンは新番組であることを示しており、その番組は全１２回
放送番組のうち、今回の放送は初回放送の番組であることが示されており、また図示され
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ていないがこの番組のジャンルはドラマであることが表示色によって識別されるようにな
っている。このジャンルを示す情報は、電子番組表の付加情報として提供されている。 
【００５４】
　このようにして放送されるドラマの場合、初回放送の終了時刻は次の番組が開始される
２２：０９として示されいるが、２回目以降の放送は２１：５４頃に終了することが多く
、また最終回の場合は放送時間が長く設定されて行われるのが通例である。 
【００５５】
　このように、番組の終了時間が異なって設定される番組を毎週録画予約するような場合
では、少なくとも所定の情報を録画予約情報として有している必要がある。図５に、その
項目と録画予約情報の例を表により示す。 
【００５６】
　同表に示される録画予約情報は、定期的になされる番組の録画予約に係る必須情報であ
るが、実際にはこれらの項目の他に録画スピード（またはビットレートや画質を示す録画
モード）、及びＣＭ（commercial message）カットの有無などが選択項目として用いられ
る。 
【００５７】
　これらの録画予約情報を基に録画予約がなされるが、予約完了時点以降に電子番組表が
更新されて、７月４日のこの番組の放送時間帯が変更された場合は自動的に録画予約情報
の更新を行う。さらに、毎週録画が指定されているので、１週間後の７月１１日の録画予
約の実行に際しても、同様に最新の電子番組表を用いて、上記のような放送時刻の変更が
あるときは、その変更、更新された放送時刻を基に８チャンネルで放送される番組の自動
録画が行われる。 
【００５８】
　以上のようにして、電子番組表より放送番組情報を得つつ毎週同一のチャンネルで放送
され、予約される番組の自動予約録画がなされるが、次にその同一の番組を毎週予約録画
するための番組の特定方法について述べる。 
【００５９】
　一般に番組特定は、その番組毎に番組固有の番組ＩＤを定義し、その番組ＩＤを基に番
組特定が行われるが、この例における番組特定は番組ＩＤを用いることなく番組のタイト
ル名を用いる。それは、実際に入手できる電子番組表に番組固有のＩＤを期待するのは現
実的ではなく、汎用性に欠けるからである。 
【００６０】
　すなわち、番組タイトル名は文字列であり、電子番組表の提供者が異なる場合であって
も常に入手できる可能性が高く、且つ文字列であるがゆえに曖昧検索などの検索手段を用
い、例え録画予約時に電子番組表から取得したタイトル名と、翌週以降の該当番組のタイ
トル名が多少異なる場合であっても、タイトル名の文字列に共通の文字列が部分的に含ま
れるような場合には、番組の同一性の判断が比較的容易にできることによる。 
【００６１】
　そして、取得される電子番組表の入手経路、及び入手手段については、例えばＧガイド
（Ｇはジェムスターの頭文字）やＡＤＡＭＳ（tv-Asahi Data And Multimedia Service）
などの地上波放送に重畳されて配信されるもの、ＣＳ（Communication Satellite）デジ
タル放送及びＢＳ（broadcasting satellite）デジタル放送のように衛星から配信される
もの、２００３年から開始されるデジタル地上放送の付随情報によるもの、ないしはイン
ターネットなどを介してサービスプロバイダよりダウンロードされるものなどのいずれに
よってもよく、且つ伝送される電子番組表のデータフォーマットにも依存していない。 
【００６２】
　このようにして、番組タイトル名を文字列として扱い、その文字列が含まれて伝送され
る電子番組表のデータは、仮にＥＰＧ提供者が異なり、異なるフォーマットによる電子番
組表データである場合においても、国内で定められるＪＩＳ、あるいは国際的にＩＳＯ／
ＩＥＣ（International Organization for Standardization / International Electrote
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chnical Commission）で定められているユニコードなどの標準的な文字データが用いられ
て伝送される電子番組表のデータの場合では判別が可能であり、仮に番組固有のＩＤが含
まれて伝送されるような電子番組表であっても、それを使用することなく番組の特定がな
されるものである。 
【００６３】
　次に、そのようにして特定される番組情報と共に伝送される放送開始終了時刻情報を得
て番組予約記録時間の更新を行なう方法について述べる。その番組情報は、前記の７月４
日に初回の予約記録を行なった番組の第２回目に放送される番組の予約、即ち７月１１日
の８チャンネルで２１：００～２２：０９の時間帯にあり、番組タイトルが「ファイティ
ングガール」として付されるものを電子番組表上より検索して得ることである。 
【００６４】
　そして、その番組を検索するタイミングはその電子番組表が更新されて供給される時、
ないしは当日である７月１１日の同放送時間帯よりも十分に前の時刻であっても構わない
が、あまりにも直前過ぎる場合（たとえば数分）ではそれよりも早く放送が開始された時
に対応できないため、前回放送が開始された時間よりも所定時間前に行なう。 
【００６５】
　そこで、番組を探す時間帯を、予約情報の開始時刻を基準にしてそれより前（過去）と
後（未来）方向でその番組を探す時間の範囲を定めるようにし、例えばその時間範囲を一
般的になされる番組の放送時間帯の変更範囲である前２時間、及び後３時間程度の時間に
定め、仮にその定められた範囲内に該当する番組が検出されないときには、その番組はそ
の日には放送されないとして判断するようにする。 
【００６６】
　その時間範囲の設定は設計事項であるが、その様な時間範囲に同一とされるタイトルの
番組名を探し出すのは、まずその予約時間帯にあるものから探し、該当する番組がない場
合にその前、及びその後と、本来の開始時刻を中心に検索範囲を拡大しながら検索するこ
とにより、誤って異なる番組をその番組であると誤判定してしまう可能性を減らすことが
でき、好ましい。 
【００６７】
　このような時間の範囲内で、電子番組表から一致する番組タイトル名を有する番組を探
し出し、その番組タイトル名と共に伝送され、特定された番組の開始時刻及び終了時刻の
情報が得られた場合はそれらの時刻情報を基に予約録画設定の更新を行なう。 
【００６８】
　ここで、そのようにして更新される番組予約情報が深夜の時間帯に放送される番組であ
る場合の例について述べる。その深夜に放送される番組が、例えば水曜日の２３：５０～
０：２０まで放送される番組を毎週予約するような場合では、仮にその番組の放送時間帯
が変更されて０：１５～０：４５に放送されるような場合では、厳密な意味での放送開始
の曜日は木曜日であり異なっているが、番組を探す所定の時間範囲内にあるので録画予約
目的の番組であると認識して録画予約を行う。 
【００６９】
　反対の場合で、０：３０から開始される番組が前日の２３：３０より放送されるような
場合である場合には曜日が１日早く放送されることになるが、そのような場合にも対応し
た録画予約を行なうようにするため、前記の当日という表現は正確には０：００をまたい
でも曜日を変えないこととして扱う。 
【００７０】
　さらに、予約情報は当日の番組の録画ができるものに更新するが、前記の例のように水
曜日の２３：５０～０：２０まで放送される番組の放送時間帯が変更になって０：１５～
０：４５に放送された場合には、開始時刻と終了時刻だけではなく、放送日も変更するよ
うにして行なう。 
【００７１】
　ただし、次回（毎週予約の場合では次週）番組を探す基準の開始時刻と終了時刻はこの
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変更後のものでなく、最初にユーザにより直接操作されて予約されたデータを用いる方が
好ましいとする考え方もあり、そのような場合では、最初に操作されて記憶された予約番
組の放送日、開始時刻及び終了時刻のデータを保存しておき、それらの保存されているデ
ータを元に第３週以降に放送される目的の番組を同じ時間帯から探し出すようにすればよ
い。 
【００７２】
　この様にして、目的とする番組を探し出して毎週録画予約を行なうことによリ、同一の
シリーズの番組を連続して視聴する、あるいはハードディスクに記録された複数種類の番
組より同一シリーズの番組のみを再生しつつビデオテープに記録するといった応用が可能
となる。 
【００７３】
　次に、その同一シリーズの番組を探し出すための番組タイトル名のマッチングについて
さらに述べる。すなわち、前記時間帯内で、電子番組表から一致する番組タイトルを有す
る番組名を探し出す際に、単純な文字列比較により完全に一致するもののみを目的の番組
とすると、本来見つけるべき番組が存在しないと判断される場合がある。 
【００７４】
　それは、例えば「出動！ミニスカポリス」なる番組名は「ミニスカポリス」あるいは「
ミニスカ」として省略したタイトル名で電子番組表に記述されることがあるからであり、
そのようなタイトル名の省略は特に深夜放送における番組表でよくなされる。 
【００７５】
　そのように、番組名が省略されて記述されるような場合であっても予約記録すべき目的
の番組であるとして判断されるよう、番組タイトル名のマッチングは曖昧検索などの手法
を用いて用い、例えば共通の文字が存在しているなどタイトル名にある程度以上の類似性
が検出されるときは同一シリーズの番組名として認識するようにする。 
【００７６】
　そのような番組名の同一シリーズであるとする認識は、実際の番組の放送時間帯の変更
幅はそれほど大きくなく、所定の時間幅の中で簡易的に番組タイトル名の曖昧検索手法を
用いることにより殆どの対象とされる番組を探し出すことができるため、その時間の範囲
に対象とされる番組が検出されなかったときには、その日の放送はないと判断しても実用
上の問題はないことになる。 
【００７７】
　そして、電子番組表によっては番組のタイトル中に放送回数などが含まれることがあり
、そのような場合はその放送回数の数字を基に同じシリーズの番組であると認識するよう
にして、あいまい検索の手法により認識できなかった番組を該当する番組として検出する
こともできる。 
【００７８】
　このようにして、番組タイトル名を用いて同一シリーズの番組を自動検索することによ
り自動予約録画を行うこともできるが、そのような電子番組表データを得て、放送時間帯
の変更に自動的に追従して毎回新しい記録領域に予約録画を行なう機能は、例えばハード
ディスクの記録領域が不足している場合、ないしは操作者によってオフの操作がなされた
ときなどはその動作を停止するようにしてもよい。 
【００７９】
　以上、操作により番組タイトル名を指定し、その指定されたタイトル名を基にして得ら
れた電子番組表よりその放送開始、及び終了時刻情報を得、それらの得られた時刻情報を
基に例えば毎週自動予約録画を行ない、その録画された番組タイトルが複数種類ある場合
であっても、所定の番組タイトルのもののみをランダムアクセスして再生するなどの手法
について述べた。 
【００８０】
　そして、その番組タイトル名を指定して自動番組予約記録を行なう方法は、同一ジャン
ルの番組を自動記録する手法としても応用できる。その同一ジャンルの番組を自動予約記
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録する方法は、例えば、月曜の８チャンネルの２１：００は通称「月９（げっく）」と呼
ばれる、ドラマが放映される定番の時間帯であり、通常その前後の時間帯にはドラマ以外
の番組が放送されるため、多少放送時間帯が変動する場合であっても、そのジャンル情報
を用いて目的のドラマを録画することができる。 
【００８１】
　その「月９」で毎週放送されるドラマのタイトル名のそれぞれは異なっているが、放送
されたあるドラマの番組が終り、次週に新しいドラマが始まる場合であっても、月９のド
ラマの記録忘れが生じないようにする。場合によって、番組改編時などに特別番組でバラ
エティーなどが放送されることもあるが、それはジャンルが異なる番組であるので録画は
されないことにする。 
【００８２】
　そのジャンル情報を用いて予約録画を行う方法の場合では、例えば時間のみを指定して
毎週予約記録を行う方法の場合では上記特別番組の記録もされてしまうが、ジャンル情報
を参照して自動録画予約を設定するような場合ではジャンルの異なる番組の記録はされる
ことなく、ハードディスクの記録領域を有効に確保することが出来るものである。 
【００８３】
　次に、その録画予約に用いるジャンルコードの例について述べる。図６に、ジャンルコ
ード例と、そのコードにより定義される番組の内容を示す。同図において、番組を大分類
するためのジャンルコード１と、そのコードに対応する番組内容（コンテンツとも言う）
の関係を例示している。 
【００８４】
　そのジャンルコード１は１６進法で「０」から「Ｆ」までの定義がなされており「０」
は未定義コンテンツ、「１」は映画、ないしはドラマ、「２」はニュース等、「３」はシ
ョー関係、・・・、「Ｂ］はスペシャルなコンテンツ、「Ｃ」～「Ｅ」は将来のための予
約、そして「Ｆ」は利用者が個別に定義するコンテンツとされている。 
【００８５】
　このようなジャンルコード１により大分類されたコンテンツはその中で中分類されるが
、それを行うのがジャンルコード２である。図７に、コンテンツを中分類するジャンルコ
ード２の例について示す。 
【００８６】
　同図において、ジャンルコード１の「１」として分類される映画、ドラマのコンテンツ
を中分類するためのジャンルコード２と共に、その内容を１６進法で「０」から「Ｆ」ま
でとして示してある。 
【００８７】
　即ち、「０」は一般的な映画、ドラマ、「１」は探偵もの、スリラー、「２」は冒険、
西部劇、戦争もの、・・・、「８」は成人向け映画、ドラマ、「９」～「Ｅ」は将来のた
めの予約、「Ｆ」は利用者が個別に定義するコンテンツとされている。図８に、ジャンル
コード１が「７」である芸術、教育用コンテンツのジャンルコード２による内容の例を示
す。 
【００８８】
　このようにして、ジャンルコード１で「０」～「Ｆ］として大分類されるコンテンツの
それぞれはジャンルコード２により各々が「０」～「Ｆ］として中分類されるようになさ
れており、さらに小分類、及びそれ以上の細分化は必要に応じてジャンルコード３、ジャ
ンルコード４を設けて行なうことができる。 
【００８９】
　このようなコンテンツの分類は、ＥＰＧ提供者、ないしは放送者の間で標準化され同一
のものが使用される場合は、それらの番組情報提供者から番組と共に提供されるこのよう
なジャンルコードを用いることによリ、上述のジャンルをジャンルコード１により、又は
ジャンルコードの１及び２の両者を用いて指定した番組予約記録を行なうことができるも
のである。 
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【００９０】
　以上、番組タイトル名を用いて、及びジャンルコードを用いて番組の予約記録を行なう
方法について、毎週録画を中心として述べたが、その毎週予約は毎日予約、月から金のウ
イークデイ予約、あるいは土日のみの土日予約などの同様の対象曜日に繰り返して録画を
行う動作に適用できる。 
【００９１】
　そして、その予約記録はハードディスクレコーダなどでは録画先の領域を毎回新しい領
域に記録する、ないしは新しい番組で上書き記録する方法によってもよく、さらには月か
ら金のウイークデイ予約の場合はそれぞれの曜日ごとに、同一曜日の領域に上書きするよ
うな方法によってもよく、それを操作により設定可能とするか、ないしは記録領域の空き
領域を検出しつつ自動的に設定するようにするかは録画装置の設計事項でもある。 
【００９２】
　さらに、毎週録画などの録画予約をしていた際に、今週その番組の放送がないと認識さ
れたときには録画は行なわないが、番組が検索して得られないような場合であっても、取
りあえずその時間帯の番組を録画するようにしてもよい。そして、番組の予約録画を行な
わなかった場合には「番組が見つからなかったので録画しなかった」ことをＯＳＤ機能に
より視聴者に知らせるようにした方が、それを知らない視聴者が予約録画のなされた番組
を視聴しようとした際に、その記録領域の番組は更新されていない情報を先に提示する方
が、自動予約記録の不動作に対する不要な心配を与えずに済ませることができる。 
【００９３】
　以上詳述したようにして、本実施例に示した番組予約記録装置によれば、電子番組表を
用いて放送時間帯の変更に自動追従する録画予約機能を提供できると共に、その電子番組
表には番組固有の番組ＩＤを用いることなく、現在利用可能である電子番組表のいずれの
電子番組表を用いてでも自動番組予約記録を行なうことが出来るものであり、特に緊急放
送番組の挿入などにより放送時刻が近づいたときに行われる放送時刻の変更に対しても、
放送者などから送信される最新の電子番組情報を得ることにより目的とする番組の自動予
約更新記録ができるものである。 
【００９４】
　そして、そのような自動録画の更新は前述の図１に示したマイコン７６に接続されるＴ
Ｖチューナ５１、ＥＰＧ復号器５６、ＯＳＤ７３、リモコンインタフェース７９、及び書
き込み読み出し制御器６５などが制御されて行われるものであり、マイコン７６にはその
ような録画、及び再生制御を行なうためのプログラムソフトがインストールされており、
そのプログラムソフトにより前述の動作が実行されている。 
【００９５】
　以上、ランダムアクセス記録の出来る記録媒体を用いる番組予約記録装置の構成につい
て述べた。そしてその番組予約記録装置４０は、記録部５０と媒体部６０により構成され
る番組予約記録装置として、また再生部７０を映像信号再生装置として構成する方法であ
る。 
【００９６】
　そして、それらの番組予約記録装置と映像信号再生装置は異なる場所に設置され、それ
らの離れた場所に設置される装置はホームネットワークなどにより結合して動作させるこ
とができる。 
【００９７】
　そのときの番組予約記録装置はホームサーバーとされて家庭内に設置され、そのホーム
サーバーに映像信号再生装置がホームネットワークで接続され、その映像信号再生装置が
モニタテレビの設置される部屋ごとに、複数のセットトップボックスとして設置されるも
のである。 
【００９８】
　この場合、そのホームサーバーはビットストリーム送出装置として、セットトップボッ
クスはビットストリーム受信端末として構成され、両者は高速無線ＬＡＮ、あるいはホー
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ムＬＡＮなどにより結合され、双方向通信を行いながらハードディスクに予約録画に係る
制御信号を伝送する、ないしは予約録画された映像信号情報が各部屋からの操作命令によ
り、目的とするビットストリームとして生成され、使用者の操作するセットトップボック
スを介して、視聴されるモニタＴＶに供給され、復号されたビデオ信号が表示されるよう
になされる。 
【００９９】
　このように、離れた場所に送信端末と受信端末としての記録装置と再生部を設置し、通
信手段で結合して動作させる場合は、複数の送信端末と、複数の受信端末がネットワーク
を介して結合されて動作させるネットワーク形映像システムを構成することになる。 
【０１００】
　さらに、媒体部に用いられる記録媒体はハードディスクを中心として述べたが、記録媒
体は高速アクセスが可能な媒体、例えば光磁気ディスク、ＲＡＭ形、又はＲＷ形のＤＶＤ
、そして半導体メモリ形記録媒体等の他の記録媒体を用いた装置、及び従来のＶＴＲにも
適用できる。 
【０１０１】
　また、映像信号の符号化方式をＭＰＥＧ－２方式を例として述べたが、圧縮符号化の方
法はこれに限らず、俗にモーションＪＰＥＧと呼ばれるフレーム内符号化による方法、あ
るいはＭＰＥＧ－４方式、ＭＰＥＧ－７方式、これから規格化の開始されるＭＰＥＧ－２
１方式、その他フラクタルの圧縮手法を用いるものなどであってもよい。 
【０１０２】
　以上のように、本発明によれば、電子番組情報より設定された放送番組に係る情報を読
み出すと共に、番組タイトル名を指定し、その番組タイトル名を構成する文字列と、少な
くとも一部の文字列が同一であり、且つ所定の時間間隔である曜日ないしは週が異なり連
続して放送される放送番組に係る番組タイトル名を電子番組情報より検出してその番組タ
イトル名の放送番組を予約記録するようにしているので、電子番組表には番組固有の番組
ＩＤを用いることなく、放送時間帯の変更に対しても自動追従した録画予約ができ、特に
緊急番組の挿入などにより放送時刻が近づいたときに行われる放送時刻の変更に対しても
、放送者などから送信される最新の電子番組情報を得て目的とする番組の自動予約更新記
録ができる番組の予約記録方法を提供できる効果がある。 
【０１０３】
　また、本発明によれば、特に連続又はシリーズ放送される番組は異なる週の同一の曜日
、月曜から金曜などの特定の曜日の日の内の異なる曜日、又は毎日など選択された異なる
対象の曜日に放送される連続番組の予約記録を行なうようにしているため、請求項１の効
果に加え、記録媒体載利用効率を高めた、且つ放送者などから送信される最新の電子番組
情報を得て目的とする連続番組の自動予約更新記録ができる番組の予約記録方法を提供で
きる効果がある。 
【０１０４】
　また、本発明によれば、特に所定の時間範囲にある時間間隔で所望の番組タイトル名、
ないしは所望のジャンル名の付される番組タイトル名が検出されないときは前記番組の予
約記録動作を中止するようにしているため、請求項１の効果に加え、記録媒体載利用効率
を高めた、且つ放送者などから送信される最新の電子番組情報を得て目的とする番組の自
動予約更新記録ができる番組の予約記録方法を提供できる効果がある。 
【０１０５】
　また、本発明によれば、特に操作により入力された放送開始終了時刻情報に基づいて、
読み出された電子番組情報の番組タイトル名を操作により選定しているので、請求項１の
効果に加え、操作が容易であり、且つ放送者などから送信される最新の電子番組情報を得
て目的とする番組の自動予約更新記録ができる番組の予約記録方法を提供できる効果があ
る。 
【０１０６】
　また、本発明によれば、特に電子番組情報より録画予約すべき番組情報を取得するに際
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し、その電子番組情報に希望する放送日の番組情報が記述されていないときは、それ以降
の日にその番組情報が記述された更新電子番組情報が配信されたときに、その記述された
番組に係る番組のタイトル名を取得して録画予約を行なうようにしているため、請求項１
の効果に加え、記録媒体載利用効率を高めた、且つ放送者などから送信される最新の電子
番組情報を得て目的とする番組の自動予約更新記録ができる番組の予約記録方法を提供で
きる効果がある。
【０１０７】
　また、本発明によれば、電子番組情報より設定された放送番組に係る番組ジャンル情報
を読み出すと共に、その番組ジャンルに係る番組タイトル名を指定し、その番組タイトル
名を構成する文字列と、少なくとも一部の文字列が同一であり、且つ所定の時間間隔であ
る曜日ないしは週が異なり連続して放送される放送番組に係る番組タイトル名を電子番組
情報より検出してその番組タイトル名の放送番組を予約記録するようにしているので、電
子番組表には番組固有の番組ＩＤを用いることなく、放送時間帯の変更に対しても自動追
従した録画予約ができ、特に緊急番組の挿入などにより放送時刻が近づいたときに行われ
る放送時刻の変更に対しても、放送者などから送信される最新の電子番組情報を得て所望
であり目的とするジャンルの番組の自動予約更新記録ができる番組の予約記録方法を提供
できる効果がある。 
【０１０８】
　また、本発明によれば、電子番組情報より設定された放送番組に係る情報を読み出すと
共に、番組タイトル名を指定し、その番組タイトル名を構成する文字列と、少なくとも一
部の文字列が同一であり、且つ所定の時間間隔である曜日ないしは週が異なり連続して放
送される放送番組に係る番組タイトル名を電子番組情報より検出してその番組タイトル名
の放送番組を予約記録するようにしているので、電子番組表には番組固有の番組ＩＤを用
いることなく、放送時間帯の変更に対しても自動追従した録画予約ができ、特に緊急番組
の挿入などにより放送時刻が近づいたときに行われる放送時刻の変更に対しても、放送者
などから送信される最新の電子番組情報を得て目的とする番組の自動予約更新記録ができ
る番組予約記録装置の構成を提供できる効果がある。 
【０１０９】
　また、本発明によれば、電子番組情報より設定された放送番組に係る番組ジャンル情報
を読み出すと共に、その番組ジャンルに係る番組タイトル名を指定し、その番組タイトル
名を構成する文字列と、少なくとも一部の文字列が同一であり、且つ所定の時間間隔であ
る曜日ないしは週が異なり連続して放送される放送番組に係る番組タイトル名を電子番組
情報より検出してその番組タイトル名の放送番組を予約記録するようにしているので、電
子番組表には番組固有の番組ＩＤを用いることなく、放送時間帯の変更に対しても自動追
従した録画予約ができ、特に緊急番組の挿入などにより放送時刻が近づいたときに行われ
る放送時刻の変更に対しても、放送者などから送信される最新の電子番組情報を得て所望
であり目的とするジャンルの番組の自動予約更新記録ができる番組予約記録装置の構成を
提供できる効果がある。 
【０１１０】
　また、本発明によれば、特に供給される放送番組が他のチューナユニット等により受信
されて供給されるような番組受信目的とする番組の自動予約更新記録ができる番組予約記
録装置を構成できるので、請求項７又は８の効果に加え、多チャンネルの番組受信に対し
て番組の自動予約更新記録ができる番組予約記録装置の構成を提供できる効果がある。 
【０１１１】
　また、本発明によれば、コンピュータを搭載して映像信号の記録を行なうに際し、請求
項１又は６による動作である、電子番組情報より設定された放送番組に係る情報を読み出
すと共に、所定の番組タイトル名又は所定の番組ジャンルに属する番組タイトル名を指定
し、その番組タイトル名を構成する文字列と、少なくとも一部の文字列が同一であり、且
つ所定の時間間隔である曜日ないしは週が異なり連続して放送される放送番組に係る番組
タイトル名を電子番組情報より検出してその番組タイトル名の放送番組を予約記録するよ
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ても自動追従した録画予約ができ、特に緊急番組の挿入などにより放送時刻が近づいたと
きに行われる放送時刻の変更に対しても、放送者などから送信される最新の電子番組情報
を得て目的とする番組の自動予約更新記録ができる番組の予約記録動作を、コンピュータ
により実行して行なうためのプログラムソフトとして提供できる効果がある。 
【図面の簡単な説明】
【０１１２】
【図１】本発明の実施例に係る番組予約記録装置の概略ブロック図である。
【図２】本発明の実施例に係る番組予約装置より供給されて表示される入力画面を示した
図である。
【図３】本発明の実施例に係る番組操作予約の方法をフローチャートにより示した図であ
る。
【図４】本発明の実施例に係る電子番組表の番組内容を示した図である。
【図５】本発明の実施例に係る番組予約項目とそのための録画予約情報を示した図である
。
【図６】本発明の実施例に係る番組ジャンルコードと、そのコードにより定義される番組
の内容を例示したものである。
【図７】本発明の実施例に係り、映画、ドラマに係る中分類コードとその内容を例示した
ものである。
【図８】本発明の実施例に係り、芸術、教育用に係る中分類コードとその内容を例示した
ものである。
【符号の説明】
【０１１３】
　４０　番組予約記録再生装置
　５０　エンコーダ部
　５１　ＴＶチューナ
　５２　Ａ／Ｄ変換器
　５３　ＭＰＥＧ－２エンコーダ
　５４　ストリームアナライザ
　５５　ＲＥＣ－ＦＩＦＯ
　５６　ＥＰＧ復号器
　６０　記録再生部
　６１　ハードディスク記録再生器
　６３　ハードディスク
　６５　書き込み読み出し制御器
　７０　デコーダ部
　７１　バッファメモリ
　７２　ＭＰＥＧ－２デコーダ
　７３　ＯＳＤ
　７４　Ｄ／Ａ変換器
　７６　マイコン
　７８　一時記憶メモリ
　７９　リモコンインタフェース
　９０　モニタＴＶ
　９５　リモコン
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